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令和６年３月６日

学校便り 第 １４ 号

＜本気・元気・根気＞ あきる野市立西中学校
文責 校長 曽我 有二

学校評価の結果について
本年度３号（令和５年５月１２日）の学校便りでお知らせさせていただきました学校評価について、２学期に

アンケートで回答いただいた結果や生徒アンケート、教員アンケートの結果に基づいた学校評価を示させていただ
きます。お忙しい中、御協力誠にありがとうございました。今後の本校の教育活動に生かしていきたいと思います。
以下の内容は、市教育委員会が提示した基準であり、本校もこの基準に沿った評価をしております。

＜目標値としての指標＞
A 目標達成 目標以上
B ある程度達成 目標値より１０％マイナス以下（目標値未満）
C もう少し 目標値より２０％マイナス以下（１０％未満）
D できなかった 目標値より２０％未満

＜取組目標 実施率＞
A 目標達成 実施率が１００％
B ある程度達成 実施率が８０％以上（１００％未満）
C もう少し 実施率が６０％以上（８０％未満）
D できなかった 実施率が６０％未満

＜成果目標 肯定的な回答率としての指標＞
A 目標達成 肯定的な回答率が８０％以上
B ある程度達成 肯定的な回答率が７０％以上（８０％未満）
C もう少し 肯定的な回答率が６０％以上（７０％未満）
D できなかった 肯定的な回答率が６０％未満

重点的 学校評価計画
に進め 自己評価
る目標 評価項目 考察 結果

評 取 組 ・授業でのねらい、見通し、振り返りは ・取組のほとんどが、実施できたが、タブ
価 目標 １００％実施する。 レットの家庭学習での指導が、十分ではな
項 ・授業でタブレットを用いる機会を増や かった。

確かな 目 し、家庭学習でも使用できるようにして B
学力の ① いく。
育成 ・学区内小学校と一貫した教育を実施

し、出前授業も行う。
成 果 ・生徒アンケートで「分かる授業」の肯 ・「授業がわかる」の 9教科平均は、８２， A
目標 定的回答を 80％以上にする。 ０％であった。 A

・教諭に、昨年よりタブレット使用の授 タブレット使用頻度は、昨年より全員増加
業が増えたという回答を 100%にする。 したが、さらなる活用が望まれる。
・長期休業中やテスト前に補習学習を行 ・全て実施できた。 A
い、国語、英語は課題を出し、休み明け

評 取 組 にテストを実施する。8 割正解するまで A
価 目標 再テストを行う。
項 ・漢検、英検の受験会場を本校として、
目 受験を勧める。 A
② 成 果 ・3 年生で 3 級取得者をのべ５０％以上 ・3 年 3 級以上取得者は、英検 43 名（43
目標 を目指す。 ％）漢検 41名（41%）(R5/12/5現在) A

・全国、都の調査で、昨年度以上の正答 全国学力調査の正答率は、数学以外、全国、
率を目指す。 都の平均を上回った。

評 取 組 ・毎月「いじめについて考える日」を実 ・「いじめについて考える日」を毎月設定
価 目標 施し、講話、生徒会活動、標語募集・掲 し、講話やアンケートまで全て実施できた。
項 示等様々な方法でいじめゼロを目指す。 A
目 ・学期毎に生徒アンケートと面接の実 A
① 施。毎週の校内委員会で情報を共有する。

いじめ 成 果 ・いじめゼロといじめによる不登校ゼロ ・いじめによる不登校はゼロであった。 A
の防止 目標 を目指す。
と多様 評 取 組 ・常にアンテナを高くし、担任や生活指 ・全て実施できた。 A
な相談 価 目標 導部で生徒・保護者の悩みに相談し、早
体制の 項 い対応をする。SC,SSW,せせらぎ教室な A
充実 目 どと連携する。1 年生全員は、1 学期中

② に SCと面接をする。 A
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成 果 ・生徒、保護者アンケートで、「話を聞 ・生徒アンケートは、 86.7%,保護者は
目標 いたり、相談に乗ってくれたりする先生 75,8%で、平均 82%であった。

や友だちがいる」や「学校は、いじめや A
不登校などの解決に向け努力している」
という肯定的回答率を８０％以上にす
る。
・全ての教育活動において、特別支援教 ・全員に支援する体制はできた。教室の

評 取 組 育（全員支援教育）の視点に立って取組 UD 化について、通常教室の前面の掲示が
価 目標 む。 少し増えてしまった。 B
項 ・教室環境・授業の UD化を実践する。 B

特別支 目 成 果 ・特別支援教育を活かした教室環境・授 ・実施率は、86,4%であった。
援教育 ① 目標 業実践（ねらい、見通し、振り返り）の B
の推進 実践率を 90％以上にする。

評 取 組 ・6 組との交流学習や 6 組の生徒のイン ・全て実施できた。特に、コロナも落ち着 B
価 目標 クルーシブ教育(3人以上）を実践する。 き、相互の生徒が、互いの施設を行き来し
項 あきる野学園との交流をできる範囲で行 て交流を実施できた。
目 う。 A
② ・SC も含め、教育相談を充実し、生徒

が「毎日登校したい」学校づくりを進め
る。 B

成 果 ・「学校へ毎日行きたい」「行かせたい」 ・生徒の「行きたい」は、79,7%,保護者の
目標 という生徒と保護者の肯定的回答率を８ 「行かせたい」は、63,1%で、平均 72%で

０％以上を目指す。 あった。 B
・生徒の「障がい」の理解を９０％以上
にする。

評 取 組 ・保健体育の授業に留まらず本校の学校 ・実施できた。
価 目標 生活全般で、生徒が自主的に体力を向上 ・予防対策も実施できたが、コロナではな

健やか 項 する取り組みを実践する。 く、インフルエンザが流行し、学年閉鎖 B
な体の 目 ・うがい・手洗い、手指消毒、換気、三 を実施した。
育成 ① 密を避けることは継続する。 A

成 果 ・「自ら体力が身に付けられた」と感じ ・生徒のアンケートの結果は、87,5%であ
目標 る生徒を８０％以上にする。 った。 A

「体力向上が役だった」と感じる生徒を
８５％以上にする。

評 取 組 ・今までのオリパラについて、各教科で ・各教科で、オリパラについては、触れる B
価 目標 触れ、レガシー教育やボランティアマイ ことはできた。
項 ンドについて学ぶ。パラリンピアンを講 本年度は、パラリンピアンの講演から、現 C
目 師として招聘し、感動を得る。 状を考え、情報モラルの講演に切り替えた。
② 成 果 ・パラリンピアンの講演後の生徒アンケ ・今年度は、年度途中にパラリンピアンの C
目標 ートで「感動した」という回答率を８０ 講演から、情報教育の講演に変更したため、

％以上にする。 アンケートをとることはできなかったが、 C
何らかの形で、オリパラに貢献したという
回答は、57.4%だった。

評 取 組 ・生徒会目標を、各学年・学級・委員会 ・実施できた。
価 目標 活動に浸透させると共に、生徒規律を高

豊かな 項 める指導を実施する。
心の育 目 ・あいさつ運動を実施する。 A
成 ① ・生徒・保護者から標語を集め、学校や

地域に掲示する。 A
成 果 ・生徒アンケートの「自ら決まりを守る ・回答は８９．１％であった。
目標 ことができている」「あいさつがしっか

りできている」の項目で肯定的な回答率 A A
が８０％以上を目指す。

評 取 組 ・教育活動全般や特に特別の教科道徳や ・実施できた。
価 目標 総合的な学習の時間で、「思いやる心」 A
項 ＝「恕」を育てる。
目 成 果 ・「思いやる心・互いに認め合う気持ち ・回答は、88,7%であった。 A
② 目標 を意識し学校生活を送っている」とアン B

ケートで答える生徒を９０％以上にす
る。

評 取 組 ・全教員に、授業の UD 化、あきる野市 ・研究（公開）授業は、全員実施できたが、
価 目標 授業スタンダードを意識させ、研究（公 授業の UD 化は、全ては、実施できなかっ

教員の 項 開）授業を年一回以上行わせる。 た。
資質・ 目 ・デジタル教材を用い、授業でのタブレ B
能力の ① ット使用頻度を増やし、ICT 教育を実施

していく。 A
成 果 ・生徒アンケートで「授業がわかる」や
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目標 「授業での活動の場がある」という肯定 ・「授業はわかる」の回答は、82,5% A
的回答率を平均で８０％以上を目指す。 A

評 取 組 ・OJT 体制を確立し、若手教員の育成と ・全て実施できた。
価 目標 全教職員の資質・能力の向上を目指す。
項 ・ICT 教育の授業公開を互いに行い、教
目 諭個々のスキルアップを図る。 A
② ・服務事故防止研修を行い、服務事故防 A

止を徹底していく。
成 果 ・自己評価で「研修に対する取り組み」 ・研修への取組は、１００％であった
目標 の肯定的意見を８０％以上とする。 ・服務事故は、ゼロであった。 A

・服務事故の発生をゼロとする。

保護者アンケート回答率５２.０％ 生徒アンケート回答率８７.４％ 教職員アンケート回答率１００％
保護者の方々からいただいた自由意見については、お忙しい中貴重なご意見ありがとうございました。全教職員
に確認させております。紙面の都合上掲載できませんが、真摯に受け止め今後の教育活動の参考にさせていただき
ます。ご自分がお書きになった自由意見についての学校側の回答についてお聞きになりたい方は、担任にその旨ご
連絡してください。回答できるものについては（個人情報の保護等の面などから、回答できないこともありますの
で御理解ください。）、可能な限りご本人にお答えしていきたいと思います。

学期 月 主な行事やできごと
1学期始業式、入学式、保護者会、1年オリエンテーション、身体計測、部活動保護者会

4 3年全国・学習状況調査、避難訓練（下校訓練）1年部活動仮入部、内科検診、歯科検診 等

開校記念日・学校公開・PTA 総会、セーフティ教室、耳鼻科検診、中間テスト、3 年修学旅行、都学
5 力調査、生徒総会、6組三者面談、2年校外学習、眼科検診 等

ふれあい月間、心臓検診、1 年校外学習、都学力調査、期末テスト、2 年職場体験事前訪問・職場体
1 6 験、あいさつ運動、第 1回学校評議員会、歯科講話、各部活 8ブロック大会 、薬物乱用防止教室等

2 年職場体験、学校公開日・保護者会、学年集会、大掃除、1 学期終業式、三者面談 高校の話を聞
7 く会、都大会（陸上部等） 水泳教室、ジャンプアップ教室、夏季休業始、栗原市交流 等

2 年・3 年三者面談、吹奏楽部都コンクール出場金賞（東日本コンクール出場決定）、学校閉庁、PTA
8 通学路清掃 夏季休業終 等

2学期始業式、教育実習、第４５回体育大会、マールボロウ訪問団来校、生徒会役員選挙、各部活動 8
9 ブロック新人戦 等

2 中間テスト、進路保護者会、貧血検査、第 2回学校評議員会、学校公開・道徳授業地区公開講座、新
10 入生保護者説明会、各部活動 8ブロック新人戦、吹奏楽部東日本大会出場、交通安全教室、マールボ

ロウ市派遣事業 等
ふれあい月間、期末テスト、あいさつ運動、いじめ防止標語募集、陸上部都駅伝大会男子 3位、女子

11 ２位入賞、学校アンケート実施 3 年生スピーキングテスト（秋留台高校）3 年マラソン大会 地域
清掃 等
陸上部駅伝関東大会男子、女子出場、3 年三者面談、新入生標準服採寸、中学生の主張大会（キララ

12 ホール）「税についての作文」受賞、秋川流域駅伝大会出場、体罰アンケート実施、1 年・2 年・6 組
保護者会、大掃除、学年集会、2学期終業式 冬季休業始
冬季休業終、3 学期始業式、2 年・1 年移動教室（菅平方面）、2 年マラソン大会、私立・都立推薦入

1 試、吹奏楽アンサンブルコンテスト（都大会出場） 等

ふれあい月間、あいさつ運動、学校運営協議会、1 年マラソン大会、都立推薦入試・合格発表、私立
3 2 一般入試・合格発表、都立前期・一般入試一次、学年末テスト等

都立発表・手続き、1 年・2 年・6 組保護者会、第 42 回合唱コンクール（キララホール）都立二次・
3 後期入試・合格発表、第 45 回卒業式、大掃除、学年集会、離任式、令和 5 年度修了式、離任式、春

季休業始等

1年間本校の教育活動に、ご理解とご協力をいただき誠にありがとうございました。来年度も引き続きよろしく
お願い致します。（3 月 7 日（木）にキララホールにて、第 42 回合唱コンクールを開催いたします。お越し頂けれ
ば幸いです。）

3 年生の保護者の皆様、3 年間御協力ありがとうございました。来る３月１９日（火）９時３０分より、令和５
年度の卒業式を本校体育館で挙行いたします。是非、お子様の晴れ姿をご覧いただき、共に門出を祝福していただ
ければ幸いです。よろしくお願いいたします。
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◆あいさつ運動実施◆
ふれあい月間の活動として、２月１３日（火）～１

６日（金）の４日間、生徒会役員と各委員会の委員が協
力して、朝７時４５分から８時０５分まで、東西昇降口
前で、登校してくる生徒に「おはようございます」と元
気よくあいさつをしていました。登校してきた生徒も「お
はようございます」とあいさつを返していました。厳し
い寒さの中、すがすがしいあいさつがかわされ、一日が
始まるのは、素晴らしいことだと思いました。
西中のあいさつ運動のねらいは「生徒会が中心となり、

各学級と委員会が協力し、あいさつを行うことで人との
つながりや相手を思いやる心を育て、いじめ防止に努め
る」ものとして始められました。あいさつとは、強要さ
れるものではなく、お互いを認め合い心からわきでてか
わされる言葉ということも忘れず、毎日気持ちのよいあ
いさつがあふれる西中にしていけたらと思います。

◆２年生が、修学旅行事前学習を実施◆

２年生は、スキー移動教室を１月に終了したばかりですが、来年度
の修学旅行の取組として事前準備を始めました。
その一つとして、２月１９日（月）の５校時に、株式会社「らくた

び」の代表取締役：観光事業コンサルタントの若村 亮さんから、京
都方面の歴史的建造物の見所など、写真を交えて講演してもらいまし
た。２年生は、感嘆の声をあげながら、来年度の６月２日～４日に行
われる修学旅行の事前学習として熱心に講義を聞き入っていました。

◆第34回 西多摩中学校技術・家庭科作品展◆
２月２２日（木）から２６日(月)に、あきる野ルピア４階展示室で、

西多摩中学校１５校（羽村市、あきる野市、瑞穂町、日の出町、奥多摩町、
檜原村）の生徒の技術・家庭科の１年間の作品が展示されました。木工・金
工・電気作品、手芸・被服作品が展示されました。西中学校の代表生徒の作
品も多く展示され、他の中学校の生徒作品にも、負けず劣らずの力作が展示
されていました。他校の生徒さんの作品も立派で、中学生の才能に、感心す
るばかりでした。

◆西中見学会を実施◆
３月４日（月）の６校時に、西秋留小学校と

一の谷小学校の６年生を西中に招待し、西中見
学会を実施しました。
授業を参観してもらったり、生徒会役員が作

成したパンフレットで、小学生に西中の説明を
行ったり部活動を見学したりしました。「４月
９日の入学式を楽しみに待っています。」と校
長から小学生の皆さんに挨拶がありました

－粘り強さの西中生！－ 部活動等の結果
西中見学会の中でも、各部活日頃の成果を見せてくれました！

バレーボール部

第８ブロック冬季バレーボール研修会 第８ブロック１年生技術講習会

２／４（日） 3／3（日）
あき西 ２ ２５－２２ ０ 新町 あき西 ２ ２５－ ５ ０ 瑞穂二 青梅二 21－２５ あき西

２５－14 ２５－１４ 新町 16－２5 あき西
あき西 １ ２３－２５ １ 増戸 あき西 ０ １７－２５ ２ 秋多 あき東 25－19 あき西

２５－18 １７－25 あき西 ２５－10 増戸
２／１１（日） あき西 21－２５ 福生二
あき西 2 ２５－ ５ ０ 霞台 あき西 ２ ２５－１６ ０ あき東

２５－15 ２５－13 おめでとうございます 第３位！
あき西 ２ ２５－１２ ０ 大久野

２５－13 がんばりましたね！！
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